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織
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田沢 俊
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幸　県議会議長

清
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マサヨシ

義　組合長理事

雲
クモコシ

越 利
ト シ オ

雄　議長

澁
シ ブ ヤ

谷 喜
ヨシヒサ

久　県農政部長

第
８
回 

通
常
総
代
会
を
開
催

新役員紹介 議
案

◦
第
１
号
議
案

平
成
28
年
度
事
業
報
告
書
、財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
及
び
剰
余

金
処
分
案
に
つ
い
て

◦
第
２
号
議
案

平
成
29
年
度
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予

算
書
に
つ
い
て

◦
第
３
号
議
案

事
務
費
賦
課
額
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い

て
◦
第
４
号
議
案

役
員
報
酬
並
び
に
顧
問
料
、損
害
評
価

会
委
員
及
び
損
害
評
価
員
等
報
酬
額
に

つ
い
て

◦
第
５
号
議
案

役
員
退
任
慰
労
金
額
に
つ
い
て

◦
第
６
号
議
案

特
別
積
立
金
取
崩
額
に
つ
い
て

◦
第
７
号
議
案

建
物
共
済
掛
金
率
改
正
に
つ
い
て

◦
第
８
号
議
案

共
済
規
程
一
部
改
正
に
つ
い
て

◦
第
９
号
議
案

職
員
給
与
規
則
一
部
改
正
に
つ
い
て

◦
第
10
号
議
案

建
物
共
済
連
合
会
等
事
業
責
任
安
定
化

対
策
に
係
る
契
約（
付
属
書
）の
一
部
変

更
に
つ
い
て

◦
第
11
号
議
案

借
入
金
の
最
高
限
度
額
、借
入
先
、借
入

利
率
に
つ
い
て

◦
第
12
号
議
案

法
定
・
特
別
積
立
金
等
預
け
入
れ
先
に

つ
い
て

◦
第
13
号
議
案

損
害
評
価
会
委
員
選
任
変
更
に
つ
い
て

◦
第
14
号
議
案

役
員
補
欠
選
任
に
つ
い
て

◦
付
帯
決
議

こ
の
総
代
会
の
議
決
事
項
で
、行
政
庁

そ
の
他
に
提
出
す
る
文
書
中
、内
容
に

変
更
の
な
い
字
句
の
修
正
は
組
合
長
理

事
に
一
任
す
る
。

須
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藤 和
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堤
ツツミ

 盛
モリヨシ

吉　監事

全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
る

　
6
月
26
日
（
月
）、
前
橋
市

大
友
町
の
農
業
共
済
会
館
に
て

第
8
回
通
常
総
代
会
を
総
代
262

名
の
う
ち
、
本
人
出
席
173
名
、

書
面
出
席
87
名
を
得
て
開
催
し

ま
し
た
。
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平成29年度

永年勤続
役員表彰

総代会に先立ち、組合発展のために
ご尽力された方々への表彰を行いました。

敬称略

　
〃
　

持

田
　

恒

次

　
〃
　

青

田
　

富

夫

県
農
政
部
長
代
読
）、
織
田
沢

俊
幸
県
議
会
議
長
に
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
雲
越
利
雄
総
代
（
み

な
か
み
町
）
を
議
長
に
選
任
し

て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
小
林
専

務
理
事
の
説
明
後
、
慎
重
に
審

議
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案

が
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
承
認
さ
れ
た
議
案
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

組
合
長
表
彰

50
年
の
部
（
1
名
）

20
年
の
部
（
11
名
）

10
年
の
部
（
90
名
）

30
年
の
部
（
9
名
）

40
年
の
部
（
1
名
）

永
年
勤
続
役
員
表
彰

表
彰
を
受
け
る
受
賞
代
表
者
の
皆
さ
ん
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平成28年度事業実績

平成28年度

被害に対して総額11億5,053万円支払う。
平成28年度業務収支決算額及び

平成29年度業務収支予算額

平成29年度 無被害等農家へ無事戻金をお支払いします。

純財産の状況　各事業勘定における純財産の状況は下表のとおりです。（平成29年3月31日現在）

◦収入

◦支出

　平成28年度の事業運営に当たっては、「さらなるフィールド活動へ」という全国統一スローガンの下「信頼
のきずな」未来につなげる運動を軸に、将来を見据えた財政の健全化に向けて、一層のコスト低減・節減に努
めるとともに、コンプライアンス態勢を整備し、運営基盤を強化して役職員が生産現場に出向く機会を増や
し、農家のさらなる経営安定を図るための組織体制の構築に努めてきた。
　また、事業においては、局地的地震の発生をはじめ、大型台風の襲来、集中豪雨や豪雪など大規模な自然
災害が多発している現状を踏まえ、これまで以上に農業経営のセーフティネットとしての機能を発揮すべく、
制度の普及推進、引受並びに損害評価の適正実施、効果的な損害防止事業の実施などに努めた。
　その結果、引受関係では、全体的には減少したものの、一部の事業で推進目標を達成した。特に、家畜共
済については地道な未加入農家訪問の効果から、引受頭数・共済金額が増加した。園芸施設共済では、平成
26年の豪雪被害を契機に、補償の充実を図る制度改正が実施され、制度の普及・推進を全未加入者に実施
するとともに、継続加入者の完全引受に努め若干の引受増加となった。建物共済においては、東日本大震災
以降、総合共済は増加傾向にあるものの火災共済が減少し、事業量は僅かに減少した。全体としては、高齢
化等による廃業等もあり、全事業の総共済金額は1兆2,722億円余で前年度対比96.0％となった。
　一方、被害関係については、ダウンバースト、大雪による園芸施設の被害や、肉用牛等の牛白血病等の事
故、降霜によるりんごへの被害及び晩秋蚕繭の長雨の影響による病害等の発生があった。建物共済は火災・
落雷の発生が少なく、全事業の支払共済金総額は11億5,053万円余で前年度対比80.1％となった。
  また、無事故農家へは無事戻金の支払いを行うとともに、損害防止事業により損害の未然防止に努めた。

　平成28年度の支出は、効率的な運営に努めた結果、総額17億4060万円余となった。
　平成29年度は、農業経営収入保険制度の導入やＮＯＳＡＩ制度の見直しなど、大きな変革に備える年とな
る。引き続き効率的な業務を実施し、安定した組合運営を目指す。

　無事戻金は、過去3カ年間に共済金の支払いを受けないとき、又は

支払いを受けた共済金が一定の額に満たないときに、組合より共済掛

金の一部を払い戻す制度です。

　平成29年度無事戻金については右表のとおりです。

　群馬県ＮＯＳＡＩ女性の会 阿部千恵美会長が、県内の女性組織６団体で構成される「ぐんま農村女性会議」

の会長に就任しました。

　ぐんま農村女性会議は、農村女性の地位向上を図ることを目的とし運営されている組織で、農業・農村におけ

る男女共同参画社会の実現を目指し活動します。

※１．合計は千円未満を四捨五入したため内訳と一致しません。
２．法定積立金は、共済金の支払いに充てる財源です。
３．特別積立金は、共済金の支払いに充てる財源のほか、損害防止事業及び無事戻金に充てる財源です。

※１「事業勘定受入」は、損害防止事業のため積立金を取崩したものです。
※２「引当金取崩」は、システム開発等に係る経費を引当金から取崩したものです。

※万円未満の金額を四捨五入しています。
※6月26日総代会議決の金額です。

区　　分
引　　受 農家負担

掛　　金
（千円）

支　　払
引受戸数

（戸・件）
引受数量

（ha・頭・箱・棟）
共済金額
（千円）

支払数
（戸・件）

共済金
（千円）

制度共済

水 稲 21,890 戸 15,518 ha 7,356,262 26,797 355 戸 16,587
麦 986 戸 6,993 ha 2,787,957 44,466 235 戸 54,353

家 畜 973 戸 11,298 頭 9,002,226 409,559 671 戸 704,725
り ん ご 129 戸 52 ha 466,070 7,001 3 戸 1,745
な し 37 戸 19 ha 176,220 1,902 1 戸 305
大 豆 26 戸 115 ha 16,382 210 4 戸 37
蚕 繭 99 戸 1,132 箱 64,021 250 7 戸 432
園 芸 施 設 3,665 戸 15,741 棟 16,317,323 87,517 139 戸 34,456

計 27,805 戸 36,186,461 577,702 1,415 戸 812,640
任意共済 建 物 67,787 件 109,922 棟 1,236,041,160 657,767 393 件 337,898

合　計 1,272,227,621 1,235,469 1,150,538

区　　分
農作物共済
勘　　定
（千円）

家畜共済
勘　　定
（千円）

果樹共済
勘　　定
（千円）

畑作物共済
勘　　定
（千円）

園芸施設共済
勘　　　定
（千円）

任意共済
勘　　定
（千円）

合　計
（千円）

前期純財産 4,962,883 1,598,789 286,193 1,766,234 1,435,327 10,379,346 20,428,772
　法定積立金 852,774 939,622 164,247 897,813 545,329 5,876,330 9,276,115
　特別積立金 4,110,109 659,167 121,946 868,421 889,998 4,503,016 11,152,657
当期剰余金 7,773 20,644 5,680 274 53,652 229,486 317,508
当期不足金 0 0 0 0 0 0 0
当期純財産合計 4,970,656 1,619,433 291,872 1,766,507 1,488,979 10,608,832 20,746,280

区　　　　　分
28年度予算
（千円）

28年度決算
（千円）

29年度予算
（千円）

備　　　考

前 期 繰 越 金 5,261 5,261 5,891
補助金（国庫・県費等） 639,263 639,263 631,081 事務費負担金等
賦 課 金 150,517 150,487 159,473 組合員賦課金
受 取 利 息 370,309 370,282 320,889 有価証券等利息
事 業 勘 定 受 入 489,050 554,634 533,799 水稲等積立金取崩額等
引 当 金 取 崩 10,749 10,627 9
そ の 他 収 入 10,057 10,046 8,992
収 入 計 1,675,206 1,740,600 1,660,134

区　　　　　分
28年度予算
（千円）

28年度決算
（千円）

29年度予算
（千円）

備　　　考

人 件 費 898,600 889,418 935,574 役職員等給料手当等
業 務 経 費 等 203,230 175,128 233,588 旅費・事務費・業務費
普 及 推 進 費 177,033 172,014 179,002 事業奨励費・広報費
施 設 費 83,483 74,060 92,524 事務所維持・管理費等
損 害 評 価・ 防 止 費 69,792 77,287 77,017
事 業 勘 定 繰 入 6,411 9,379 6,206 家畜診療所運営費
そ の 他 支 出 236,657 337,423 136,223
繰 延 残 金 繰 入 0 5,891 0
支 出 計 1,675,206 1,740,600 1,660,134

区分 種類 無事戻金（千円）

農作物共済
水稲 17,980
麦 4,710

果樹共済
りんご 3,150
なし 770

畑作物共済 蚕繭 70
園芸施設共済 25,160

合計 51,840

N O S A I通信
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平成２9年8月1日以降の契約から
総合共済の補償が拡充されます
（掛金率の改定も実施します）

　NOSAIの建物共済では、近年の自然災害の増加やご加入者様からの要望を受
けて、地震等の自然災害も対象となる「総合共済」の補償が拡充されます。併せ
て、掛金率の改定を実施します。
　※�総合共済の契約については、近年の自然災害による支払増加や補償拡充のため掛金が増加
します。

建
物
共
済

建
物
共
済

園
芸
施
設
共
済

こ
れ
か
ら
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。接
近

が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、次
の
よ
う
な
早
め
早
め

の
対
策
で
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

　

①�

被
覆
ビ
ニ
ー
ル
の
押
さ
え
材
の
締

め
直
し

　

②�

吹
き
込
み
防
止
の
た
め
、破
損
部
の

補
修

　

③�

施
設
周
辺
の
飛
散
し
そ
う
な
物
の

片
付
け

　

昨
年
の
台
風
の
発
生
は
平
年
並
の
25
個
で
し

た
が
、上
陸
数
は
統
計
開
始
以
降
２
番
目
に
多
い

6
個
と
な
り
ま
し
た
。８
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か

け
て
北
海
道
、東
北
及
び
関
東
地
方
に
相
次
い
で

上
陸
し
、大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、近

年
の
異
常
気
象
に
よ
り
、台
風
以
外
に
も
今
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
災
害
が
多
発

し
て
お
り
ま
す
。昨
年
は
、7
月
14
日
か
ら
15
日

に
か
け
て
伊
勢
崎
支
所
及
び
渋
川
支
所
管
内
に

ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
が
発
生
し
、園
芸
用
ハ
ウ
ス
の

「
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
」

倒
壊
等
の
被
害
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、11

月
24
日
に
は
例
年
よ
り
早
い
積
雪
が
あ
り
、多
目

的
ネ
ッ
ト
に
全
壊
等
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。な

お
、前
橋
市
に
お
い
て
は
、11
月
に
１
cm
以
上
の

積
雪
を
観
測
し
た
の
は
66
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

「
覚
え
て
い
ま
す
か
？
」

　

平
成
26
年
2
月
に
は
関
東
地
方
を
中
心
に
豪

雪
が
襲
い
、群
馬
県
に
お
い
て
は
3
万
棟
を
超
え

る
園
芸
用
ハ
ウ
ス
が
全
壊
等
の
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　

そ
の
後
再
建
が
進
み
、多
く
の
方
が
営
農
を
再

開
さ
れ
ま
し
た
。再
建
時
に
施
行
さ
れ
た
業
者
に

よ
っ
て
は
園
芸
用
ハ
ウ
ス
に
3
年
補
償
が
付
い

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、豪
雪
被
害
か
ら
3

年
が
経
ち
今
年
度
か
ら
補
償
期
間
が
満
了
と
な

る
方
も
い
ま
す
。所
有
さ
れ
て
い
る
園
芸
用
ハ
ウ

ス
の
補
償
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、満
了
す
る

前
に
園
芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま

す
。

＜補償拡充の主な内容＞
●地震補償割合を引き上げます（総合共済）
　地震、噴火による被害への補償割合を現在の30％から50％に引き上げます。

●加入限度額を引き上げます（総合共済）
　現在の１棟あたりの加入限度額を家具類含めて2,000万円から4,000万円に引き上げます。

＜掛金率の改定＞
●掛金率が改定されます
　「総合共済」の掛金率が上がります。
　「火災共済」の掛金率が一部下がります。
なお、掛金率はご契約内容（共済種類、物件の用途、構造区分）によって異なりますので、加入申
込時に配付されるパンフレットをご確認いただき、「加入申込書」と照らし合わせてください。

（例）総合共済に１,000万円の加入があった場合の比較（地震被害時）
　例えば再建築価額（同等のものを建て直す費用）1,000万円の木造の住宅に、総合共済1,000万
円の加入があった場合の共済掛金、地震により建物が全損した場合の損害共済金は下表のとおり
です。

1年間の掛金はプラス4,000円ですが、地震で万が一の時に支払われる共済金は
大幅増のプラス200万円です。

共済
掛金

補償拡充前 補償拡充後 差額

18,600円 22,600円 ＋4,000円⬆

損害
共済金

補償拡充前 補償拡充後 差額

300万円 500万円 ＋200万円⬆
雪による多目的ネット被害

（渋川支所管内）
ダウンバーストによる園芸用ハウス被害

（伊勢崎支所管内）
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～各支所･家畜診療所紹介～
平成29年7月1日現在

前橋支所

沼田支所

中央家畜診療所北部地区家畜診療所

太田支所

富岡支所

高崎支所

伊勢崎支所

渋川支所

中之条支所中部地区家畜診療所

みどり支所

館林支所

藤岡支所

（二列目）小林、髙橋、樋口、中島、八木、栗田、浅見、近藤、金子、奥田
（一列目）阿久澤、中里補佐、関支所長、石原係長、伊藤

（二列目）飯塚、田村、生方、武井、栁田、内海
（一列目）橋爪、冨澤補佐、小野支所長、髙橋、石田

小林、岡部所長、櫛渕次長、砂川鈴木、五十嵐、須藤所長、阿久澤

齊藤、永倉、城田支所長、篠田、多胡係長、久保田、菊池、加藤

（二列目）齋藤、小山、平井
（一列目）村田補佐、内山支所長、笠原

（二列目）中澤、野中、田村、小林、桑原、千明
（一列目）原、中里係長、飯塚支所長、八木、岡田、大澤

（二列目）川島、金子、田嶋、小柏
（一列目）吉澤、齋藤補佐、岡田支所長、天田、髙橋

（二列目）齋藤、山田、熊川、酒井
（一列目）細谷、野本補佐、宮田支所長、中野、小野

（二列目）田村、阿部、榊原、後藤
（一列目）鈴木、細野補佐、根岸支所長、久住、島村

(二列目）武士、山口、宮川
(一列目）関、樺澤所長、吉澤

荻野補佐、関口、伊藤、萩原支所長、小見、吉澤

（二列目）川村、柳田、西潟、植木、小林、片柳
（一列目）金澤、小堀補佐、茂木支所長、長倉補佐、越澤

岩松、佐藤、久保田支所長、関口、小島補佐、田中
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甘楽町「こんにゃくパーク」

　「こんにゃくパーク」は、群
馬県の名産品であるこんにゃく
のおいしさや文化を多くの方に
知っていただくための施設です。
子どもから大人まで楽しめる同
施設には、こんにゃくやシラタ

キの製造過程を見ることができるほか、こんにゃく料理
のバイキングや工場の蒸気を利用した足湯が 5箇所あり、
無料で楽しめます。こんにゃくの製造が体験できるコー
ナーは有料・予約制ですが、休日や長期休暇の時期にはた
くさんのお客様で賑わっています。昨年からは、朝採りし
た野菜や旬の果物等が並ぶ直売所もオープン。豆乳とこん
にゃくのソフトクリームが人気です。隣接する富岡市に
は、世界遺産となった富岡製糸場や、群馬サファリパーク
といった観光スポットもあります。こんにゃくパークとと
もに足を運んでみてはいかがでしょうか。

　雄大な赤城山を背にしながらシ
ンボルのオランダ風車が回る「ぐ
りーんふらわー牧場・大胡」。季
節によってさまざまな花が咲き乱
れ、展望台からの壮観な景色が訪
れた人を楽しませてくれます。バー

ベキューコーナーやバンガロー施設を完備し、ヤギやポニー
などの動物にも触れ合えます。特に今年増設したアスレチッ
ク遊具は子どもたちも夢中になることでしょう。
　同牧場に併設する「花木農産物直売所・さんぽ道」は、
周辺農家が毎朝収穫した新鮮な農産物が並び、植木や鉢物
も取り扱っています。特にキノコ類が人気商品。また、種
類豊富な手作りパンやお惣菜も自慢です。さらにソフトク
リームも絶品で何度も食べに訪れたくなる味です。
　週末は農産物などは開店から午前中のうちに売切れてし
まうため、お早めにお越しください。

●前橋市滝窪町813-205
●直売所営業時間／3月～9月は9:30～17:30、10月～2月は10:00~16:30
●直売所定休日／年末年始（12月31日～1月6日）
●連絡先／	
027-284-0011
●アクセス／関越自
動車道赤城ICから
20分
●URL／http://
www8.wind.ne.jp/
sanpo-michi/

「父の背中を追って」

「動物による食害をきっかけに」

　伊勢崎市本関町で、ニラと米麦を栽培している川端さん。群馬県内の
私立大学を卒業後、栄養士として約 4年間働き、今年の 1月に就農しま
した。ご家族とともにニラを施設園芸で約 60㌃、米麦をあわせて約 460
㌃作付けしています。
　以前は事務仕事が多く就農したての頃は、体力面で大変だったそうで
す。「農業について分からないことも多く、苦労していますが、自分自
身が成長していくことにやりがいを感じている」と川端さん。
　「少しでも早く父の仕事を覚えたい」と力強くこれからの意気込みを
語ってくれました。

　片品村東小川の千明清さんは、妻と息子の 3人で、スターチス・ライ
ラック・ヒペリカムなど、様々な花卉を栽培しています。
　以前は主に大根を栽培していましたが、動物による食害や連作障害で
苦労したことから、10年前に花卉に切り替えたそうです。
　栽培を始めた当初は薬害に悩まされたことから「農薬には特に気をつ
けている」と話す千明さん。現在は、過去の失敗を糧に試行錯誤を重ね、
安定した収穫ができているそうです。
　「収穫の少ない7月に咲く花の導入を考えてます。病気に強く、いい
ものを作りたいですね」と笑顔で語ってくれました。

　明和町の特産品である梨をＰＲする「梨っ娘（なしっこ）」は今年で結
成３年目。明和町の群馬県立館林商工高等学校の学生が主体となり、若
手の梨農家や後継者で結成した「梨人（なしんちゅ）」に協力し、イベン
トの企画や商品開発などに取り組んでいます。昨年度は、太田市のショッ
ピングモールや明和町の産業祭で自作の広告や看板を使い、同校の校章
の形をした梨のワッフル（ペアッフル）を販売しました。梨っ娘２年目
となるリーダーの３年生の田淵みくさん（写真中央）は「今年は明和ま
つりや産業祭への参加のほか、梨狩りの手伝いなど新しいことも始め
ていきます。また、梨人のブログ『梨人（なしんちゅ）のキセキ　梨
で明和町をもっと元気に！』のブログの更新も手伝っていくので、ぜ

ひ見て欲しいです」と笑顔で話してくれました。

片
かたしなむら

品村東
ひがしおがわ

小川
千

ち ぎ ら

明 清
きよし

さん（68 歳）

伊
い せ さ き し ほ ん せ き ち ょ う

勢崎市本関町

川
か わ ば た

端 大
だ い す け

介さん（26 歳）

「高校生のパワーで地元の特産品を応援」

明
め い わ ま ち

和町

梨
なし

っ娘
こ

（メンバー 5 名）

前橋市　「ぐりーんふらわー牧場・大胡」
花木農産物直売所さんぽ道

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
本
年
度
か
ら
防
犯
活

動
な
ど
の
地
域
貢
献
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
号
か
ら
、
活
動
の
一
環
と
し
て
、
防
犯

情
報
を
連
載
し
ま
す
。

ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
盗
難
に
注
意
！

　

人
家
か
ら
離
れ
た
田
畑
や
鍵
の
か
か
ら
な
い
倉

庫
等
に
保
管
し
て
お
い
た
ト
ラ
ク
タ
ー
等
が
盗
難

被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

〈
被
害
に
遭
わ
な
い
ポ
イ
ン
ト
〉

○
鍵
の
か
か
る
倉
庫
等
で
保
管

　

ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
キ
ー
は
必
ず
抜
き
、
鍵
の
か

か
る
倉
庫
等
で
保
管
す
る

○
防
犯
機
器
の
設
置

　

防
犯
カ
メ
ラ
・
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
・
警
報
器
の

設
置
な
ど
、
防
犯
対
策
を
行
う

○
不
審
者
・
不
審
車
両
に
注
意

　

犯
人
は
下
見
を
す
る
た
め
、
用
も
な
い
の
に
田

畑
の
様
子
を
窺
っ
て
い
る
者
や
見
慣
れ
な
い
車
を

発
見
し
た
際
は
、
特
徴
や
ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
警
察

に
通
報
す
る

警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

☎
０
２
７
‐
２
４
３
‐
０
１
１
０

群
馬
県
警
察
か
ら
の

お
し
ら
せ
①

●甘楽町小幡204-1	 ●営業時間／9:00～18:00（最終受付17:00）
●定休日／なし	 ●連絡先／0274-60-4100
●アクセス／上信越道富岡ICから15分
※施設が新しいためカーナビには「甘楽町役場」と設定して下さい。
●URL／www.konnyaku-park.com 赤城IC

関
越
自
動
車
道

上
越
線

ぐりーんふらわー牧場・大胡

70
70

石井幼稚園

石井小学校

赤城南中

上之原病院

赤城青少年交流の家

353

353

※写真及び地図の提供：こんにゃくパーク
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カボチャの甘辛煮

材 料

作り方

(2 人分 )

◦ カボチャ……… 250g

◦ジャンボ唐辛子…1 本

◦ゴマ油……………適量

① カボチャは2㎝角に切り、耐熱容器に入れ、ラップをかけて電

子レンジ（600w）で2分加熱する。ジャンボ唐辛子は種とワ

タを取り乱切り。

② フライパンにごま油をひき、ジャンボ唐辛子とカボチャを並べ、中火

で3分。

③ 軽く焦げ目が付いたら蓋をし

て弱火で3分、めんつゆを入

れサッと混ぜ合わせる。水気

がなくなったら火を止める。

④ 皿に盛ってゴマをかける。冷

やしても美味しい。

◦めんつゆ（濃縮そのまま） …

……………………… 大さじ 1

◦ごま……………………… 適量

長谷川
恵理子

　夫婦で営む「長谷川農園」では、キュウリやニンジンなどを栽
培している。子供たちに農業や食の大切さを伝える食育活動な
ども行なっている。
　野菜ソムリエ、ベジフルビューティーセルフアドバイザー、
フードトレーナー

万願寺唐辛子の果実は大きく、厚みがあり、種も少なく食べやすい。ピリッ
とした辛味とほんのりした甘味で、青臭みが少ない。辛味の成分はカプサ
イシン。胃腸を刺激し、消化液の分泌を促し消化を進める。食欲増進の効
果もあり夏の食卓にピッタリ。発汗と強心作用がある。
カボチャは野菜の中では高エネルギーで果物に近い量の糖質を含む。栄
養素の特徴はカロテンとビタミン。カロテンは体内でビタミン A になり、
皮膚、目の角膜、口や胃の粘膜を健康に保つ働きをする。ビタミン C は、
コラーゲンの生成を助けて皮膚を若々しく保ち、風邪などの病原菌を退治
する機能を持つ。カボチャのビタミン C は保存中にも減少することが少
ない。ビタミン E も含まれる。

☆お知らせ☆
前橋マジョーライベント情報　7月28日（金）　第2回まえきフェス
ままマルシェが規模拡大し、産学官連携により地域活性化を狙ったイベン
トです。ぜひご参加ください！

レシピひと言アドバイス
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甘楽町　こんにゃくパーク

バラエティセレクション
～コンニャク詰め合わせセット～
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※写真はイメージです。内容が異なる場

合がございます

「コンニャク詰め合わせ
セット」希望と明記のうえ
①郵便番号
②住所
③氏名
④�年齢
⑤�電話番号
⑥�これからのNOSAIに期
待することまたは広報
紙についてご意見・ご
感想

平
成
29
年
10
月
16
日（
月
）（
当
日
必
着
）

前
橋
市
大
友
町��

一
︱
三
︱
十
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プ
レ
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ン
ト
」係

［
お
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て
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［
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応
募
締
切

ゆるキャラ®グランプリにエントリー

群馬県農業共済組合
本　所

　農業共済のマスコット、「ノーサイくん」が、今年
度の「ゆるキャラ®グランプリ２０１７」にエント
リーしました。投票をよろしくお願いします。

※
投
票
期
間
：
平
成
29
年

８
月
１
日
～
11
月
10
日

〒371-0847　前橋市大友町1-3-12
TEL.027-251-5631　FAX.027-253-7767
ホームページ　http://www.nosai-gunma.or.jp

中部グループ
前 橋 支 所 027-254-2070
伊 勢 崎 支 所 0270-62-9915

西部グループ
高 崎 支 所 027-344-2181
藤 岡 支 所 0274-24-3730
富 岡 支 所 0274-62-2450

北部グループ
沼 田 支 所 0278-23-5110
中 之 条 支 所 0279-75-2005
渋 川 支 所 0279-26-2600

東部グループ
館 林 支 所 0276-75-3311
太 田 支 所 0276-20-9199
み ど り 支 所 0277-76-9181

家畜診療所
中 央 家 畜 診 療 所 027-251-5631
中部地区家畜診療所 027-283-6456
北部地区家畜診療所 0278-25-3366

抽選で

10名様
プレゼント

　高崎市木部町で、トマト栽培をしてい

る田口憲夫さん（３７）は、ＪＡたかさき

青壮年部の部長を務めている。部員には

野菜を始め、米、麦、桃、花卉、酪農、養鶏

農家など多業品種の農家がいて、新規で

就農するＩターンやＵターン、後継者を

含めると、およそ１００人になる。

　同部では、毎年小学生向けに田植え実

習を行い食育に積極的に取組む。児童にも好評で、田口部長は「未来を担う子供た

ちに、農業を知ってもらう事が何より大切だ」と笑顔で話してくれた。

ノーサイくん紹介ページ：　http://www.yurugp.
jp/vote/detail.php?id=00003475

応援よろしくね！

田口憲夫部会長（一列目右側から二人目）

と青壮年部の皆さん


